
 

 

第 233 回定例会（情報共有会議）委員所感への回答 

令 和 ４ 年 11 月 ２ 日  

刈 羽 村  

■ 小 野 委 員 （ 所 感 ・ 意 見 ）  

② 柏 﨑 刈 羽 原 子 力 発 電 所 は 新 潟 県・柏 崎 市・刈 羽 村 に と っ て 大 切 な 雇 用 の 場 で も あ る 。

人 口 減 を 回 避 し 、 豊 か な 地 域 作 り の た め に も 再 稼 働 は 必 要 。 廃 炉 で は 希 望 は 持 て な

い 。  

(所 感 ・ 意 見 ： 内 閣 府 、 新 潟 県 、 柏 﨑 市 、 刈 羽 村 ) 

 

（ 回 答 ）  

○ 原 子 力 は 新 潟 県・柏 崎 市・刈 羽 村 の た め の も の で は な く 、日 本 の エ ネ ル ギ ー 政 策 に 貢  

献 す る も の だ と 考 え ま す 。  

・ 日 本 の 経 済 を 支 え る に は 安 定 か つ 安 価 な 電 気 が 必 要 で あ り 、 そ の た め に 原 子 力 が 必

要 で す 。  

・経 済 と 命 は ど ち ら が 大 切 か … で は な く 、命 を 守 る た め に 経 済 が あ り 、エ ネ ル ギ ー は あ

ら ゆ る 経 済 基 盤 を 支 え る 最 重 要 イ ン フ ラ で す 。  

・ 日 本 の た め に 柏 崎 原 子 力 発 電 所 で 働 く 人 が 増 え る こ と は 、 日 本 の た め の み な ら ず 新

潟 県 ・ 柏 崎 市 ・ 刈 羽 村 の 発 展 に も 大 き く 寄 与 す る と 考 え ま す 。  

 

⑤ 地 域 の 会 の 真 摯 な 姿 勢 に 安 全 ・ 安 心 ・ 信 頼 感 を 覚 え る 。 会 は 東 電 ・ 規 制 庁 ・ 行 政  

(県 ・ 市 ・ 村 )等 と 互 い に オ ー プ ン な 対 応 で 透 明 性 を 確 保 し 、 真 摯 な 姿 勢 に 安 全 ・  

安 心 ・ 信 頼 感 を 覚 え る 。  

(所 感 ・ 意 見 ： 東 京 電 力 HD（ 株 ）・ 原 子 力 規 制 庁 ・ 行 政 ) 

 

（ 回 答 ）   

○ 地 域 の 会 を 通 し て 、委 員 の 皆 さ ん と 情 報 共 有 を す る こ と で 、透 明 性 の 確 保 や 安 全 運 転  

 の 意 識 向 上 に つ な が っ て い る と 考 え ま す 。  

①  透 明 性 に つ い て  

・ 透 明 性 の 確 保 を 通 じ て 「 不 正 が 行 わ れ て い な い 」 こ と を 確 認 し て 安 心 で き ま す 。  

・ 企 業 秘 密 も あ れ ば テ ロ 対 策 な ど の 秘 匿 事 項 も あ り ま す 。  

・ 地 域 の 会 は 事 業 者 で も 監 督 者 で も 行 政 で も な い 視 点 を 持 っ て い ま す 。  

・ 住 民 の 皆 さ ん の 視 点 か ら の ア プ ロ ー チ に は 価 値 が あ り ま す 。  

②  安 全 運 転 に つ い て  

・ 安 全 運 転 ： 安 全 は 科 学 で す 。 我 々 が 安 全 確 保 に 資 す る に は 自 ず と 限 界 が あ り ま す 。  

・ 規 制 当 局 が 本 会 に 参 加 し て い る こ と に は 大 き な 価 値 が あ り ま す 。  

 

 



 

 

■ 坂 本 委 員 （ 所 感 ・ 意 見 ・ 質 問 ）  

② 昨 年 の 情 報 共 有 会 議 で も 述 べ ま し た が 、  原 子 力 の 考 え 方 に は そ れ ぞ れ 賛 否 が あ る  

か と 思 い ま す 。事 業 者 の み な ら ず 、立 地 地 域 の 住 民 と し て 我 々 も 自 発 的 に 学 ぶ こ と も  

必 要 か と 思 い ま す が 、 エ ネ ル ギ ー 政 策 や 災 害 時 の 避 難 計 画 な ど 、 住 民 目 線 で 分 か り  

や す い 情 報 発 信 を し て い た だ き た い と 願 い ま す 。  

(エ ネ 庁 、 新 潟 県 、 柏 崎 市 、  刈 羽 村 に 対 す る 所 感 ・ 意 見 ) 

 

（ 回 答 ）  

○ エ ネ ル ギ ー 政 策 に つ い て 、国 の 動 向・方 針 に 基 づ き 適 切 な タ イ ミ ン グ で わ か り や す い

情 報 発 信 が で き る よ う 努 め ま す 。  

○ 避 難 計 画 に つ い て 、命 を 守 る た め の 行 動 に つ い て わ か り や す い 情 報 発 信 に 努 め ま す 。 

・究 極 の 目 的 は 避 難 計 画 の 周 知 で は な く「 村 民 が 避 難 で き る こ と 、命 を 守 る こ と 」で す 。  

・ 災 害 対 応 の 基 本 は「 自 助 」、 命 を 守 る に は 「 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る 」 と い う 普 段 か ら

の 心 が け 、 行 動 が 大 切 で す 。  

・「 防 災 無 線 の 受 信 確 認 、自 家 用 車 の ガ ソ リ ン は 常 時 半 分 以 上 、非 常 用 持 出 物 品 の 整 備 」  

な ど 基 本 的 な こ と を 日 頃 か ら 行 っ て も ら え る よ う に 伝 え て い き ま す 。  

 

③  避 難 計 画 に つ い て 、 昨 年 の 地 域 の 会 に て 避 難 計 画 の ア ン ケ ー ト の よ う な 資 料 を 拝 見

し た と こ ろ 、 ほ ん の 一 部 で は あ り ま し た が 、 ペ ッ ト の 扱 い に つ い て 記 載 が あ り ま し

た 。会 の 中 で も 質 問 を さ せ て い た だ き ま し た が 、「 人 命 が 最 優 先 」と の こ と で 、そ れ

は 重 々 承 知 な う え で す が 、 何 か 対 策 の よ う な こ と は 考 え ら れ て い る の か 、 お 聞 か せ

い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

（ 回 答 ）  

○ 飼 い 主 と ペ ッ ト が 安 全 に 避 難 す る た め に は ま ず 飼 い 主 の 安 全 確 保 が 第 一 で 、 そ の 点

か ら も 人 命 が 最 優 先 で す 。 ペ ッ ト の 飼 い 主 の 早 期 自 立 支 援 が ペ ッ ト の 健 康 と 安 全 の

確 保 に つ な が る と 考 え ま す 。  

・ 災 害 対 応 の 基 本 は 人 命 と 同 じ く 「 自 助（ 飼 い 主 に よ る 飼 養 管 理 ）」 で す 。 自 治 体 や 現

地 動 物 救 護 本 部 の 支 援 は 、し つ け や 健 康 管 理 な ど 、日 頃 か ら 飼 い 主 が 十 分 な 責 任 を 果

た し て い る こ と が 前 提 と な っ て い ま す 。  

・ ア レ ル ギ ー な ど ペ ッ ト と 同 じ 空 間 で 過 ご す こ と が で き な い 方 も い る た め 、 キ ャ リ ー

バ ッ ク や ケ ー ジ に 慣 れ さ せ る な ど の 訓 練 、 非 常 用 持 出 品 の 整 備 な ど の 対 応 を 日 頃 か

ら お こ な っ て も ら え る よ う に 伝 え て い き ま す 。  

 

以 上   


